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①「東北大学研究データ管理アプリ」について 15分
• 背景

• システム全体像

• （前回のおさらい）科研費用DMP作成と報告書用
CSVにかかる操作手順

②東北大学研究データレイク「IZUMI」について 20分
③「東北大学研究データ管理アプリ」の新機能について
20分

• 「IZUMI」との連携機能について

• TOURの説明およびOA対応機能について



3背景：研究データ管理・利活用の要請

オープンサイエンス推進とDMP（データマネジメントプラン）

• 公的資金による研究の成果を社会に還元するというオープンサイエンスの趣旨の元、研究データの管

理・利活用の推進が求められている

• オープン・アンド・クローズ戦略に基づいた、公開・非公開の検討が必要

• DMP＝研究データの保存・管理、並びに、公開・共有、利活用に関する方針を定める計画書

• DMPの作成義務化

�MoonshotやAMED等、一部の外部資金で先行して開始

• 科研費のすべての種目でDMP必須化

�FY24より

• 科研費の報告書で、研究データのメタデータ情報欄が追加、論文の根拠データは報告義務

�FY24報告書から

• 論文のオープンアクセス必須化

�右表の事業のFY25公募課題から

府省名 資金配分機関 制度名

1 文部科学省 日本学術振興会 科学研究費助成事業

2 文部科学省 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業

3 文部科学省 日本医療研究開発機構
戦略的創造研究推進事業
(革新的先端研究開発支援事業)

4 文部科学省 科学技術振興機構 創発的研究支援事業

参考：https://www8.cao.go.jp/cstp/openscience/r6_0221/hosaku.pdf



4研究データ管理とオープンアクセス対応システム全体像

研究データ管理
アプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv
DMP

公開

論文DB

出版社DB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

大学情報DB
RefDBx

査読・オンライン情報付加

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

日々利用のストレー
ジとしても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

公開機能あり

情報の一元化による、教員の対応コスト削減を目指し、様々な取り組みをして
います
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査読・オンライン情報付加

前回の説明会でカバーした範囲

研究データ管理
アプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv
DMP

公開

論文DB

出版社DB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

日々利用のストレー
ジとしても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

公開機能あり

大学情報DB
RefDBx
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査読・オンライン情報付加

今回の説明会でカバーする範囲

研究データ管理
アプリ

OPEN SCIENCE

TIDC

東北大学リポジトリ

報告書用csv
DMP

公開

論文DB

出版社DB

外部資金DB

Sherpa Romeo

SCPJ

論文ー助成金
情報紐づけ

登録用TSV

図書館スタッフ

登録

ストレージ
（研究者個別）

日々利用のストレー
ジとしても利用可能

DOI/URL情報連携

研究成果発表
確認シート

部局評価用
データ

各種IR業務の効率化

公開機能あり

大学情報DB
RefDBx



7（前回のおさらい）対象の範囲の確認（科研費の場合）

項目 種別 対象

DMP作成と管理
対象課題 FY24以降「実施」のすべての科研費研究課題

※提出義務はないが、本学では本アプリへの登録を原則とする

メタデータの報告

対象課題 FY24以降「実施」のすべての科研費研究課題

対象者 研究代表者

対象論文とデータ 査読付き電子ジャーナルの根拠データのうち公開が求められて
いるもの

オープンアクセス化
対象課題 FY25以降「公募開始」分から

対象論文 査読付き電子ジャーナル

参考：https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html#u20230908103249
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1.全体の構成

2.DMPの作成

3.成果（論文）情報の連携

4.論文根拠データのメタデータ生成

5.電子申請システムの報告書用csvフォーマット出力

（前回のおさらい）科研費用DMP作成と報告書用CSV作成にかかる操作手順
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外部資金（研究プロジェクト）一覧画面

DMP一覧画面

論文一覧画面

（前回のおさらい）1. 全体の構成



10

既知の情報は
プリセットされます

（前回のおさらい）2. DMPの作成



11

プロジェクト詳細タブで
設定したメンバーから選択

（前回のおさらい）2. DMPの作成



12

Excelで作成したDMPの読み込み

（前回のおさらい）2. DMPの作成



13

読み込まれるデータはresearchmapベース

論文詳細画面

論文一覧画面

（前回のおさらい）3. 成果（論文）情報の連携
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過去の報告書や、論文の謝辞等からその論文に紐づくプロジェクト
（外部資金）の情報がプリセットで入っている場合もあります。 紐付いていない場合はここから紐付け

論文とプロジェクトを紐付けると、報告書作成が簡単になります。

（前回のおさらい）3. 成果（論文）情報の連携
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報告する根拠データがある場合は、
DMPからコピーできます。

参照できるDMPは紐づけが行われたプ
ロジェクトのDMPのみです。

紐付けしてからコピー

（前回のおさらい）4. 論文根拠データのメタデータ生成
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現在は論文一覧のみに対応

（前回のおさらい）5. 電子申請システムの報告書用csvフォーマット出力



（東北大学研究データレイク「IZUMI」について 20
分）

データシナジー創成機構 木村さん



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

東北大学 情報部デジタル基盤整備課

木村 優太



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

東北大学研究データレイク「IZUMI」 2

東北大学は、本学での研究データ基盤の中核となる
東北大学研究データレイク「IZUMI」の運用を2025年6月より開始。



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

IZUMI の設計方針 3

アジリティ
(すぐに利用できること)

IZUMI は以下の3つの方針のもとに設計：

ユーザビリティ
(簡単に利用できること)

インターオペラビリティ
(他のシステムとつながること)

申請不要ですぐに利用可能
簡素化・自動化された申請手続き

ウェブブラウザベースのデータサービス
(Nextcloud を採用)

GakuNin RDM の外部ストレージとして
接続可能



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

IZUMI のシステム構成 4

実効容量：約5PB
NextcloudサービスおよびS3互換サービスを提供

サービスネットワーク

SINET

TAINS

ストレージネットワーク

管理用ネットワーク

監視・管理
サーバ

ログデータ可視化
サーバ

Nextcloud
テストサーバNextcloudサーバ REST API

ノード
NFS/CIFS

サーバ

ファイアウォール

バックアップ
サーバ

ロードバランサ

ストレージ本体

REST API
テストサーバ



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

IZUMIが提供する3つの利用用途別サービス 5

個人利用サービス：
基本容量が100GBで、申請により指定された範囲までデータ領域を拡張可能

グループ利用サービス：
共同研究向けの共有領域であり、東北大IDを持つ方同士で共有可能

一般公開サービス：
個人利用サービスで永続化申請した共有データは、アカウント削除後も継続管理が可能

サービス種別 個人 グループ 一般公開
（公開永続化）

利用申請 不要 要 要
基本容量（初期値） 100GB 100GB 制限なし
拡張容量 利用者指定 利用者指定 -

費用負担 基本容量：大学
拡張容量：利用者 利用者(グループ代表者) 大学

利用者退職時の対応 データ削除 データ削除 データ維持
提供方法 Nextcloud Nextcloud、S3 Nextcloud

学外者共有 フォルダ、ファイル単位のURL共有が可能
（パスワード設定可能）

フォルダ、ファイル単位のURL共有が可能
（パスワード設定可能）

-



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

利用に伴う申請フロー 6

ファイル共有
※アカウントを持たない方との共有

個人利用

教員

事務職員

利用申請

データ領域
拡張申請

標準100GB

グループ利用

拡張利用
（申請制）

他大学
企業等

標準100GB

拡張利用
（申請制）

グループ利用申請

グループメンバー追加申請

グループメンバー削除申請

グループデータ拡張申請

グループ削除申請

グループキー更新申請

アカウント保持者
（本学構成員）

ファイル共有
※アカウントを持たない方との共有

永続的公開

公開領域
ファイル公開

※JAIRO Cloud等での公開永続的公開にてファイル共有したものは
登録者が退職等でアカウントが
削除されても削除されない。

※退職等でアカウントが削除されると
一定期間後にデータは削除。 ※管理者が削除されると、

一定期間後にデータは削除。
グループ管理者変更申請

公開永続化申請

学生
（※指導教員が代理申請）



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

公開領域の永続化について 7

• 公開永続化申請により、個人領域フォルダ内のあるサブフォルダが一般公開用途フォルダに移動
し、利用者からは改変できなくなる。

凡例：
個人用途(基本100GB)
グループ用途
一般公開用途

bobアカウント

利用者

alice carol dave

グループBグループA

公開管理

公開用 public 2025公開



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

公開永続化申請 8

利用書

公開永続化申請をすることで、個人領域より永続的公開領域にデータが移動されます。
※個人領域の公開用のフォルダは削除されます。
本学構成員でなくなった場合でもURLにてファイル共有は維持されます。
公開永続化申請されたファイルは「東北大学研究データ管理アプリ」で参照できるようになります。

東北大ID/公開用のフォルダ名

公開用のフォルダを個人領域に作成し、ファイルをアップロードした上で、ファイルに対してURL共有を行うこと。
公開先を限定する場合は、パスワードを設定して下さい。



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

IZUMIフライヤーについて 9

この内容で部局に配布を検討しています。本日ご参加の皆様以外にも
告知して頂ければ幸いです。

表 裏



「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

IZUMIフライヤーについて 10

ポータルサイト ：https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/izumi/
 Nextcloudサービスサイト ：https://nc.rdx.tohoku.ac.jp/

https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/izumi/
https://nc.rdx.tohoku.ac.jp/


「東北大学研究データ管理アプリ」機能拡張説明会

ご清聴ありがとうございました。
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1.「IZUMI」との連携機能について

2.OA対応機能について

「東北大学研究データ管理アプリ」の新機能について



191. 「IZUMI」との連携機能について

①DMP編集時に根拠データのメタデータ追加時にIZUMI連携する場合

根拠データのメタデータ追加



201. 「IZUMI」との連携機能について

根拠データを選択

保存場所が自動的に記入される

IZUMIに保存したデータが表示される



211. 「IZUMI」との連携機能について

②研究発表データ一覧から根拠データのメタデータ追加時にIZUMI連携する場合

下の方へスクロール

根拠データのメタデータ追加



221. 「IZUMI」との連携機能について

根拠データを選択

IZUMIに保存したデータが表示される

保存場所が自動的に記入される



（TOURの説明およびOA対応機能について 15分）

図書館 菅原さん



研究データ管理アプリからの
東北大学機関リポジトリTOUR

登録依頼方法

附属図書館 情報管理課

オープンアクセス推進係

1



東北大学機関リポジトリTOURとは

TOUR：TOhoku University Repository
• https://tohoku.repo.nii.ac.jp/
• 本学の学術研究成果及び教育成果を収集し、広く公開しています。

• 国の研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）にデータが収集され、
CiNii Researchで検索可能
→即時オープンアクセスのための公開プラットフォームとして利用できます！

• Googleなどの検索エンジンや各種データベース（国立国会図書館サーチ、医中
誌Web、OpenAIREなど）でもヒット

• 永続的識別子（通常はhandle、希望すればDOI）を付与することができます

2

https://tohoku.repo.nii.ac.jp/
https://tohoku.repo.nii.ac.jp/


TOUR登録の流れ

3



TOURに登録するバージョン

• どのバージョンを登録可能かは出版社・学協会のポリシーによって異なる

• 一般的にはエンバーゴ後に、著者最終稿を登録できる場合が多い

4



登録依頼方法

5



登録依頼方法 – 登録する論文の選択

6



登録依頼方法 – 登録する論文の選択

7



登録依頼方法 – 登録できるバージョンの確認

8



登録依頼方法 – 登録できるバージョンの確認

投稿時にオープンアクセス出版料（APC）
を支払っている必要があります。

9



登録依頼方法 – 登録できるバージョンの確認

このジャーナルには「12ヵ月」のエンバー
ゴが設定されています。
出版日から（公開日）から12ヵ月が経過す
るまで、リポジトリへの掲載はできません。

10



登録依頼方法 – 登録できるバージョンの確認

この場合はアプリからの登録申請が
できませんので、

附属図書館オープンアクセス推進係
までご相談ください。

11



登録依頼方法 – 留意事項の確認

12



登録依頼方法 – 留意事項の確認

13



登録依頼方法 – ファイルのアップロード

14



登録依頼方法 – ファイルのアップロード

完了！
15



登録依頼方法 – 登録完了の連絡

• 追加で提出が必要な場合や確認事項がある場合はご連絡します

• 登録完了後、ご連絡します

16



登録依頼方法 – 対応状況の確認

17

対応状況により、
申請中
対応中
取り下げ
受理

登録完了
保留

と遷移します



他のTOUR登録依頼方法

• Googleフォームで依頼

• メールで提出

• 研究成果のリポジトリ登録の手続き
https://www.library.tohoku.ac.jp/support/openaccess/procedure.html

• 参考：研究成果のTOUR登録に関するQ&A
https://www.library.tohoku.ac.jp/support/openaccess/FAQ.html

18

https://www.library.tohoku.ac.jp/support/openaccess/procedure.html
https://www.library.tohoku.ac.jp/support/openaccess/FAQ.html


図書館で行っているオープンアクセス支援

• APC支援事業
• 出版社の電子ジャーナル上でのオープンアクセスに必要な
オープンアクセス掲載料（APC）の支援を行っています

• 特設サイト（東北大のGoogleアカウントでログイン）
https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/apc-kakudai

• APC割引の紹介
• 大学で購読している電子ジャーナルの契約により、APC割引を受けられる場合が
あります

• https://www.library.tohoku.ac.jp/search/ejournal/apc.html

19

https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/apc-kakudai
https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/apc-kakudai
https://sites.google.com/tohoku.ac.jp/apc-kakudai
https://www.library.tohoku.ac.jp/search/ejournal/apc.html
https://www.library.tohoku.ac.jp/search/ejournal/apc.html


お問合せ先

• 附属図書館 情報管理課 オープンアクセス推進係
tour@grp.tohoku.ac.jp

20

mailto:tour@grp.tohoku.ac.jp


24まとめと今後の予定

• OA方針やIZUMI、研究データ管理アプリなどの説明、問い合わせフォーム等はこ
ちら
東北大学オープンサイエンス推進ポータル：https://os.rdx.tohoku.ac.jp/ja/

• 今後の予定

• 科研費以外のDMP書式への対応

• 科研費以外の外部資金の情報への対応

• 種々の報告書フォーマットに拡張（部局評価等）

• 外部資金ダッシュボード機能

• 研究者IDマスターファイルの登録も忘れずにお願いします！
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/provost/

https://os.rdx.tohoku.ac.jp/ja/
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/provost/
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